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昨年、東京都庭園美術館でユニークな展覧会が開催されました。歴史や文化と深く関

わる森を、芸術の視点から捉えなおす「森と芸術」展です。 

監修したのは、フランス文学者にしてシュルレアリスム研究の第一人者である巖谷國士

先生。その先生が港区の歴史や文化、自然について語る高輪区民センター「輪いガヤ

塾」が3年目となりました。塾について、また港区についてお話を伺いました。

――「「「「輪輪輪輪いいいいガヤガヤガヤガヤ塾塾塾塾」」」」ははははジャンルジャンルジャンルジャンルにににに捉捉捉捉われないわれないわれないわれない幅幅幅幅広広広広いいいい内内内内容容容容のののの講座講座講座講座ですねですねですねですね。。。。

僕の専門は文学と芸術ですが、紀行作家、写真家でもあり、世界中を旅してきたことも

あって、研究領域に都市や庭園も含まれます。 

また、高輪で生まれ育ったので、土地のことを体で知っていますから、できるだけ多角的

に語ろうと思いました。

歴史や地理だけでなく、考古学的な見方もします。 

たとえば、氷河がとけた頃の港区は入江と山だったのが、次第に海水が減って谷と川が

できました。起伏に富んだ地形は森を育み、縄文人が入江の貝や森の木の実を食べて

暮らしていました。原始の森は江戸時代の大名屋敷や寺社にも受け継がれ、いまも樹

齢何百年という巨木がのこっています。 

今年の講座では、生活環境の視点から古川とその周辺をクローズアップし、ゲストも招

いて港区を語る予定です。

――知的好奇心知的好奇心知的好奇心知的好奇心をををを刺激刺激刺激刺激されますねされますねされますねされますね。。。。

こちらも楽しいですよ。僕が物書きとしていろんな事象に興味を持っているのも、高輪で

育ったことが影響しているかもしれません。

東京は起伏の多い都市ですが、港区は中でもとくに坂道が多く、僕の生家も柘榴（ざく

ろ）坂をあがった奥の崖の上にありました。海からすぐ山ですから勾配が急で、道はま

がりくねり、歩いているとふいに空間が開けたり、都電が目の前を走っていたり…。 

迷路のような町を歩くのは、変化に富んだ多様性のある世界を知る第一歩です。そうし
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た町での体験はとても大事で、子供の頃の記憶は生涯のこりますから、そのために僕

は旅をする人間になったのでしょう。

――港港港港区区区区のののの魅力魅力魅力魅力をををを再再再再発発発発見見見見できそうですできそうですできそうですできそうです。。。。

港区は歴史的に、古いものと新しいものが同居してきた土地です。幕末から海外のもの

がどんどん入ってきたし、米軍の空襲を免れたところが多いので、古い建物や森ものこ

りました。 

ただ最近は高層ビルが増え、地形も海も樹木も隠されがちです。歴史や文化、空間の

特性を考えずに、便利さや利権ばかり追求していると、社会は滅びてしまいます。

町の歴史は、知識としてデジタルに得た情報ではなく、自分が育った土地を体で感じる

ことが大切です。それがその人のアイデンティティにも誇りにもなりますね。東京はそうし

た感覚が希薄なように見えて、港区などではそれがむしろ強いのです。 

「輪いガヤ塾」は、そういう土地の感覚を取り戻そうという講座です。地元の参加者が多

く、そうした方々の語り継いでゆくものが、町の歴史なのだと思います。
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